
目標分野 1：すべての子どもが命を守られ健全に発育すること
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右：南スーダンのマラカル市民保護区域で遊ぶ
子どもたち。ユニセフは、保護地域で暮ら
す子どもや家族に、出産前ケア、栄養、教育、
水と衛生サービスを含む、包括的な支援を
提供しています。

© UNICEF/UN0232276

2018 年、ユニセフは 
子どもに対する暴力の 
予防と対応のために 
154 カ国で活動を 
展開しました。

その結果の一部として、
以下の支援を 
実施しました。

●	49カ国で1,600万人以上の子どもの出生登
録を実施

●	約480万人の十代の女の子を対象に児童婚
対策の支援を実施

●	移民・難民の子ども170万人に保護サービ
スを提供

目標分野3の総支出：�
� 約 6億5,800万米ドル
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目標分野 3：
すべての子どもが
暴力や搾取から守られること
　暴力から子どもを守るという強い決意は、SDGs（持続可能な開発目標）をはじめ、
各国政府や「子どもに対する暴力撤廃のためのグローバル・パートナーシップ」（Global 
Partnership to End Violence against Children）を含む世界中のパートナーシップ
の最近の取り組みに明確に反映されています。

　この取り組みにもかかわらず、子どもたちは依然として家庭、学校、コミュニティ、
そしてインターネット上で暴力に直面しています。紛争や災害によってふるさとを奪
われた子どもは、暴力、児童労働、搾取の高いリスクに晒されています。また100
カ国以上で、子どもの権利と安全を守るための最初の手段の一つである出生登録シス
テムが十分に機能していません。

　国際的な目標を達成し、世界中の何百万人もの子どもたちを保護するためには、進
歩のペースを加速することが不可欠です。実際、2030年の期限までにSDGsの子ど
もの保護の目標を達成するためには、緊迫感を持って取り組まなければなりません。

　新しい戦略計画の下でユニセフは、開発援助と人道支援における子どもの保護への
アプローチを強化し、2つの段階をつなぐ取り組みを行っています。
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暴力、性的搾取、虐待の防止
　性的搾取・虐待の防止（Protection 
from sexual exploitation and abuse： 
PSEA）は 2018 年に新たな注目と予算
の投入を受け、17 カ国がこの分野への
対応を大幅に拡大しました。ユニセフは、
国連で PSEA への対処における主導的な
役割を果たし、安全で利用しやすい報告、
被害者への質の高い支援、アカウンタビ
リティ（説明責任）の強化、人道・難民
対応計画のある国における事例の調査な
どの実施に向けた道筋を示しました。

　ユニセフは 2018 年、112 カ国で保健、
社会福祉活動、司法と法の執行プログラ
ムを通して、暴力を経験した 230 万人の
子どもたちに支援を差しのべ、その結果
は期待を上回るものとなりました。

　全体として、ユニセフは 134 カ国にお
いて、子どもへの暴力に対する予防策や
対応策の取り組みの強化を支援しまし
た。
　例えばニカラグアでは、性的虐待に対
する政府主導の全国キャンペーンによっ
ておよそ 300 万人が支援を受け、被害者
および妊娠中の十代の少女に対するサー
ビスが強化されました。また家庭での暴
力を減らすことを目的とした育児プログ
ラムが 75 カ国で 200 万人以上の母親、
父親、養育者に提供されました。

人道支援
　ユニセフは、2018 年に 59 カ国で紛争
やその他の緊急事態の影響を受けた 360
万人の子どもと青少年に心理社会的サ
ポートを提供しました。

　人道危機下におけるジェンダーに基づ
く暴力に新たな注目が集まっています。
ユニセフはパートナーとともに、リスク
の緩和と暴力の予防・対応を目的として、
130 万人の女性、少女、少年を支援しま
した。

　ナイジェリア、ソマリア、南スーダン
を含む 37 カ国では、家族の追跡・再会
サービスに登録された、家族と離ればな
れになった子どもの 61% が家族と再会
を果たし、家族単位のケアを受けました。
また、再会できなかった子どもたちも、
適切な代替サービスを受けられるように
なりました。この割合は、2016 年の
41% および 2017 年の 55% から増加し
ています。

　コンゴ民主共和国、ナイジェリア、フィ
リピン、ソマリアなどの国では、1 万
3,600 人の元子ども兵士が解放され家族
と再会を果たし、全員がケアと支援サー
ビスを受けました。

　ユニセフはパートナーとともに、ミャ
ンマー、シリア、ウクライナを含む 370
万人以上の子どもたちを支援し、地雷や
爆発性戦争残存物による負傷を減らし、
命を守ることを目的とした地雷回避教育
を実施しました。

　またユニセフは、武力紛争における子
どもの権利の重大な侵害を監視し、報告
するための世界的な取り組みにも参加し
ました。2018 年には、ユニセフが共同
議長を務める「モニタリング・報告に関
す る 国 別 タ ス ク フ ォ ー ス 」（Country 
Task Force on Monitoring and 
Reporting）を通じて、20 カ国で 1 万
3,000 件を超える重大な権利侵害が確認
されました。

@UNICEF  
アドボカシー 2018:  
#ENDviolence

ユニセフは2018年、子どもに対
する暴力を終わらせるキャンペー
ンにおいて、学校での暴力に新た
な重点を置きました。このキャン
ペーンでは、南アフリカの親善大
使リリー・シンを筆頭に、このト
ピックに関する対談「ユース・トー
ク」（Youth Talks）が11カ国で開
催されました。この対談からの
フィードバックは、各国の教育大
臣の最大の年次集会である「世界
教育フォーラム」（Education 
World Forum）で発表された「暴
力撲滅のための若者によるマニ
フェスト」（#ENDviolence Youth 
Manifesto）の基礎となりました。
またこのキャンペーンは、子ども
や若者に対して、学校内や学校周
辺で暴力を恐れたことがあるかど
うかを尋ねるデジタル投票も実施
しました。160カ国の100万人を
超える学生が回答し、そのうち
69%が「はい」と答え、2万4,000
人が学校をより安全にする方法を
提案しました。
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@UNICEF パートナーシップ 2018：子どもの保護

　ユニセフの世界における子どもの保護分野の活動を
支える分野別予算を長く支援してきたスウェーデンは、
子どもに対する暴力を終わらせ、有害な慣行を防止し、
2018 年から 2021 年までの間に少年司法を前進させ
るために取り組んでいるユニセフのプログラムに、約
1,900 万米ドルの柔軟性の高い資金を提供しています。

　2018 年、スウェーデンの貢献はとりわけ、暴力の
影響を受けた 200 万人の少女と少年、移民・難民の
300 万人の子どもに対するサービス、および 600 万
人の思春期の少女の児童婚対策プログラムへのアクセ
スの支援に向けられました。スウェーデンはまた、「暴
力撲滅ソリューションズ・サミット」（End Violence 
Solutions Summit）を主催し、子どもに対する暴力を
阻止するための国際的な取り組みを促進しました。

　スウェーデンの柔軟な支援は、武装集団からの 1 万
3,000 人以上の子どもの解放と家族との再会、中央ア
フリカ共和国、ソマリア、南スーダンにおける武力紛
争の影響を受けた子ども向けの特別プログラムなど、
武力紛争下にある子どもに対するユニセフの取り組み
にも貢献しました。

　西部・中部アフリカでのユニセフの移民への活動を
支える複数国間支援において、英国政府は約 700 万ポ
ンドの支援を提供しました。この支援によって、移民・
難民の子ども向けの社会サービス、サービス提供者向
けの子どもの保護に関する研修、およびこの地域の移
民問題に関する意識向上のための啓発活動が支えられ
ました。

　企業パートナーのテレノールは、2018 年にユニセ
フへの誓約を新たにしました。このパートナーシップ
には、今後 3 年間のデジタル・インクルージョン（誰
もがデジタル技術の恩恵を受けることができる社会を
実現する）やデジタル化時代に必要なスキルに関する
協力に加えて、南アジアと東南アジアの出生登録プロ
グラムへの資金提供が含まれています。

　このようなプログラムは、子どもに法的アイデンティ
ティを提供することで、子どもが基本的な権利やサー
ビスにアクセスできるようにし、差別や搾取から子ど
もを保護するのに役立ちます。

　テレノールは、2018 年にパキスタンで 58 万 7,000
人以上の子どもを登録した、ユニセフがサポートする
デジタル出生登録プログラムの規模拡大を支えました。
また、ミャンマーでのデジタル出生登録および死亡登
録に関する試験的なプロジェクトに対しても、中核と
なる資産、資金調達、技術協力を提供しました。

　テレノールのバングラデシュの合弁パートナーであ
るグラミンフォンは、児童婚、暴力、搾取などの問題
に取り組むチャイルド・ヘルプラインの設立を支援し
ています。最近では、ユニセフと協力して、バングラ
デシュにおけるインターネット上の子どもの保護に対
する認知を高める活動を始めています。現在、120 万
人以上の青少年と 60 万人の親、教師、保護者を直接
対象とした、より安全なインターネットについての研
修の支援を計画しています。
　さらに、テレノールのマレーシアのパートナーであ
るディジは、マルチメディア・オンラインリソースと
子ども向けの啓発プログラムをサポートすることで、
より安全なインターネットの促進を支援しています。

　ユニセフと「子どもに対する暴力撲滅のためのグロー
バル・パートナーシップ」との緊密な連携は引き続き、
子どもへの暴力を減らすため、その政治的影響力を具
体的で組織的な政策立案を促すことに活かしています。
　パートナーシップの執行委員会の議長を務めるユニ
セフ事務局長のヘンリエッタ・フォアは、子どもに対
する暴力を終わらせるための誓約を世界、地域、国家
単位で提唱し、推進しています。
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6歳のエンスちゃんは、2018年9月にインドネシアのスラウェシ島を襲った大地震によって家を
追われました。ユニセフはパートナーとともに、心理社会的サービスを含む包括的な支援を提供し
ました。震災後、ユニセフは、家族と離ればなれになった子どもを特定し、家族と再会できる場所
を設置しました。これらの場所は、子どもたちが遊んだり回復したりできる安全なスペースとして
も機能しました。

緊急事態が発生すると、子どもの健全な成長は脅かされます。インドネシアでは、ユニセフと社会
省がソーシャルワーカーを配置し、災害に対応し、エンスちゃんのような弱い立場に置かれた子ど
もたちにケアと保護を提供しました。

© UNICEF/UN0245867/Veska
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児童婚と女性性器切除
　ユニセフは国連人口基金と協力して、
10 歳から 19 歳の少女を対象に児童婚の
予防と、児童婚によって影響を受けた少
女たちのケアを目的としたプログラムを
展開しました。2018 年は 480 万人の少
女がこのプログラムの支援を受け、2017
年の 210 万人から大きくその数を伸ばし
ました。

　国連人口基金との連携の一部として、
13 カ国で約 10 万人の少女と女性が、女
性性器切除（Female Genital Mutilation：
FGM）に関する予防と保護の取り組みか
ら恩恵を受けました。FGM の廃絶のた
めに 700 万近い人々が教育、啓発活動、
市民活動などの取り組みに参加してお
り、2021 年までに 780 万人を達成する
という目標に向けて進んでいます。

司法上の課題
　2018年には19万人の子どもと若者が、
専門的な法的援助など、司法へのアクセ
スを改善するための支援を受けました。
50 カ国で、ユニセフは司法専門家の能力
強化を支援し、これによって参加者の
44% が児童犯罪者への対応を行う司法資
格を取得し、59% が被害に遭った子ども
に対応する司法資格を取得しました。

システムの強化
　2018 年、ユニセフは 132 カ国と協力
して社会サービスの労働力を強化したほ
か、115 カ国で子どもへの暴力に関する
データの可用性と質の向上を支援しまし
た。ユニセフの「プリメロ」（Primero）
と呼ばれる事例管理のソフトウェアツー
ルは、シエラレオネのエボラ危機対応、
インドネシアの地震と津波対応、ヨルダ
ンのシリア難民対応など、22 の状況で導
入され、複合的な緊急事態下で導入され
ています。

世界的な誓約
　ユニセフ事務局長は「子どもに対する
暴力撲滅のためのグローバル・パート
ナーシップ」の理事会議長としての役割
を果たしており、政治的誓約を強化する
とともに、子どもに対する暴力を終わら
せるための期限が定まった具体的な国家
政策へと転換する立場にあります。

　ユニセフは、子どもへの暴力に関する
初の世界会議である「子どものための
2030 アジェンダ：暴力撲滅ソリューショ
ン ズ・ サ ミ ッ ト 」（2030 Agenda for 
Children： End Violence Solutions 
Summit）において、パートナーならび
にスウェーデン政府と協力しました。こ
の画期的なイベントは、各国政府、ご支
援者、NGO から責務を果たそうとする
強い姿勢を引き出すことへとつながりま
した。それはさらに、子どもに対する暴
力撲滅に関する初の多国間閣僚レベルの
宣言をももたらしました。

　また 2018 年には、「子どもへの暴力を
終 わ ら せ る 取 り 組 み 」（End Violence 
against Children Initiative）、ユニセフ、
ユネスコ、英国国際開発省、国連女子教
育イニシアティブ（UNGEI）が、2024
年までにすべての学校で暴力を撲滅する
ことを目指して同盟を結びました。

@UNICEF  
アドボカシー 2018:  
#ChildrenUprooted

2018 年には各国政府が集まり	
「難民に関するグローバル・コン	
パ クト 」（Global Compact on 
Refugees）および「安全で秩序あ
る正規移民のためのグローバル・
コンパクト」（Global Compact 
for Safe, Orderly and Regular 
Migration）を採択し、ユニセフの
「#ChildrenUprooted（#ふるさと
を奪われた子どもたち）」キャン
ペーンは、これらの画期的な合意
の下で難民・移民の子どもへの国際
社会の決意をより強固にしました。
このキャンペーンはユニセフ親善
大使で、スペインのサッカーキャ
プテン、セルヒオ・ラモス氏の支
援を受けて、FIFA ワールドカップ
に関連して「#LongestGoal」ソー
シャルメディアの取り組みを通じ、
世界の人々に若い難民や移民のた
めに発言する機会を与えました。
またユニセフは、7月にモロッコの
マラケシュで開催された「グロー
バル・コンパクト・サミット会議」
に先立ち、「移住に関する青少年
フ ォ ー ラ ム（Youth Forum on 
Migration）」を開催した子どもや
若者を支援しました。


